第3章 シンポジウムに参加して : 専門家からのコメント(<シンポジウム>障害年金と人権-代替的紛争解決制度と大学・専門集団の役割-) by 佐々木 久美子 & Sasaki Kumiko
は
じ
め
に
法
学
研
究
所
長
郷
田
正
萬
は しがき
「障
害
年
金
と
人
権
」
を
主
題
と
し
た
二
〇
〇
六
年
度
の
年
報
の
特
集
号
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
特
集
号
の
企
画
お
よ
び
編
集
は
、
橋
本
宏
子
教
授
を
中
心
と
す
る
法
学
研
究
所
の
企
画
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
一
五
日
お
よ
び
二
二
日
に
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
内
容
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
特
に
、
「障
害
年
金
と
人
権
」
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
の
は
、
橋
本
教
授
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
公
的
年
金
と
言
え
ば
　
般
的
に
老
齢
年
金
を
考
え
る
傾
向
が
強
く
、
人
権
と
も
最
も
か
か
わ
り
の
あ
る
障
害
年
金
が
忘
れ
が
ち
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
知
ら
れ
て
な
い
こ
と
が
、
問
題
意
識
の
底
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
研
究
年
報
」
の
内
容
に
譲
る
こ
と
に
す
る
が
、
読
者
の
理
解
を
手
助
け
す
る
た
め
に
、
こ
の
特
集
号
の
全
体
的
な
枠
組
み
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
編
集
に
参
加
し
た
方
々
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
特
集
号
は
、
全
体
を
三
章
に
分
け
、
第
1
章
で
は
、
橋
本
宏
子
教
授
に
よ
っ
て
、
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
理
解
す
る
た
め
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に
」
と
い
う
題
で
、
老
齢
年
金
と
性
格
の
異
っ
た
障
害
年
金
の
枠
組
み
、
現
状
お
よ
び
課
題
に
つ
い
て
論
述
し
な
が
ら
、
報
告
者
た
ち
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
役
割
の
位
置
づ
け
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
第
2
章
で
は
、
「
障
害
年
金
と
人
権
」
と
い
う
題
目
で
、
代
替
的
紛
争
解
決
制
度
(
A
D
R
)
と
大
学
・
専
門
集
団
の
役
割
と
い
う
視
点
で
、
「
3
つ
の
報
告
」
と
「補
足
的
意
見
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
A
D
R
(代
替
的
紛
争
解
決
)
は
、
裁
判
に
よ
る
紛
争
解
決
と
の
対
比
で
、
最
近
急
速
に
そ
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
関
す
る
大
学
で
の
研
究
は
非
常
に
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
も
あ
っ
て
、
今
回
の
「特
集
号
」
の
副
題
に
お
い
て
は
、
代
替
的
紛
争
解
決
制
度
と
大
学
・
専
門
集
団
の
役
割
と
記
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
章
で
は
三
つ
の
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
第
一
の
報
告
で
は
、
S
J
S
代
表
者
湯
浅
和
恵
氏
が
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
症
候
群
と
い
う
病
気
や
、
そ
れ
と
の
関
連
で
自
ら
の
体
験
談
を
掲
載
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
第
二
の
報
告
で
は
、
弁
護
士
で
あ
る
池
原
毅
和
氏
が
、
弁
護
士
か
ら
の
視
点
で
障
害
年
金
問
題
に
つ
い
て
報
告
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
三
の
報
告
で
は
、
社
会
保
険
労
務
士
で
あ
る
青
木
久
馬
氏
が
、
実
務
家
の
立
場
か
ら
障
害
者
支
援
に
関
す
る
報
告
を
し
て
い
る
。
同
氏
は
、
我
が
国
の
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
・
精
神
障
害
者
を
合
わ
せ
る
と
全
体
で
五
八
〇
万
人
強
で
あ
る
が
、
障
害
年
金
の
受
給
者
は
約
一
八
〇
万
で
し
か
な
い
と
い
う
、
障
害
年
金
制
度
の
実
態
を
紹
介
し
な
が
ら
、
1V
はしが き
そ
の
原
因
に
つ
い
て
、
「法
的
な
壁
や
法
令
と
は
無
関
係
の
壁
」
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
分
析
し
、
障
害
年
金
の
国
民
へ
の
周
知
に
向
け
て
の
「障
害
年
金
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
つ
く
っ
た
趣
旨
な
ど
、
経
験
談
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
同
時
に
、
第
2
章
で
は
、
既
に
報
告
を
行
っ
た
前
記
の
湯
浅
和
恵
・
池
原
毅
和
・
青
木
久
馬
の
三
氏
か
ら
の
「補
足
的
意
見
」
と
澤
静
子
氏
の
「特
別
補
足
意
見
」
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
補
足
意
見
と
特
別
補
足
意
見
は
、
法
務
大
学
院
の
森
田
明
教
授
の
司
会
に
よ
っ
て
進
行
さ
れ
た
。
社
会
保
険
実
務
関
係
に
携
わ
っ
て
い
る
澤
静
子
氏
は
、
特
に
、
障
害
年
金
制
度
お
よ
び
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
、
事
例
を
あ
げ
な
が
ら
経
験
談
を
交
え
て
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
3
章
で
は
、
前
記
二
つ
の
章
の
発
表
を
踏
ま
え
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
専
門
家
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
、
社
会
保
険
労
務
士
で
あ
る
佐
々
木
久
美
子
氏
は
、
「障
害
年
金
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
会
員
で
障
害
年
金
請
求
な
ど
を
専
門
に
し
て
お
ら
れ
、
「障
害
年
金
は
当
然
の
権
利
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
自
ら
の
体
験
を
紹
介
し
な
が
ら
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
第
二
は
、
「
障
害
年
金
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
活
動
に
関
す
る
大
阪
お
よ
び
関
東
の
現
状
に
関
す
る
紹
介
を
交
え
な
が
ら
コ
メ
ン
ト
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、
二
〇
〇
六
年
度
「法
学
研
究
所
」
の
研
究
活
動
と
し
て
は
、
前
記
の
「障
害
年
金
」
に
関
す
る
研
究
活
動
の
他
に
も
、
幾
つ
か
の
活
動
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
一
つ
の
例
は
定
年
退
職
を
な
さ
れ
た
「内
田
文
昭
先
生
を
囲
む
座
談
会
」
を
V
V1
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行
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
一
々
取
り
上
げ
ず
、
こ
れ
ら
の
諸
研
究
活
動
や
成
果
を
次
号
の
「
研
究
年
報
」
(第
二
五
号
)
で
ま
と
め
て
刊
行
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
最
後
に
、
「障
害
年
金
と
人
権
」
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
宰
し
た
橋
本
宏
子
・
森
田
明
両
教
授
と
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
諸
先
生
や
方
々
に
、
も
う
一
度
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
